
ACG32-02 会場:202 時間:5月 26日 14:40-14:55

太平洋暖水プール北部におけるコールドサージと海面水温冷却
Cold surge and sea surface temperature cooling over the north part of the Pacific warm
pool
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日本の冬期における寒波の襲来と関連するコールドサージについて、過去の研究では南シナ海沿岸の気象・気候との
関連が盛んに研究されてきた。一方、フィリピン海におけるコールドサージについては北風の到来は指摘されていたが、
大気や海洋の冷却に関しては過去に研究が行われていない。本研究では、フィリピン海におけるコールドサージの振る
舞いについて最近約 10年間における大気と海洋の日データを解析した。
　相関解析や回帰解析の結果から、日本南方海域からフィリピン海の北緯 15から 20Nまでコールドサージに関係する

海上気温の低下が見られることが分かった。海上気温の低下時には日本付近に高気圧性の海面気圧偏差場が出現し、そ
れに関係する海上風が日本付近からフィリピン海に向かって吹き込むパターンとなっていた。さらに、海上気温のみな
らず海面水温の低下もほぼ同じ海域で同時期に見られた。このようなフィリピン海における大気海洋の冷却は、南シナ
海のコールドサージよりも約２日程度遅れて開始されることも明らかになった。この時間差は、コールドサージを励起
する高気圧の東方移動に関係する。また、フィリピン東部の陸域においてもフィリピン海の冷却時には２℃程度の地表
気温の低下が見られた。
　本研究結果から、これまで南シナ海と比較して不明な点が多く残されていたフィリピン海やフィリピン陸域におけ

るコールドサージの振る舞いが指摘された。フィリピン海は熱帯域と中緯度をつなぐ海域であり、エルニーニョの発生
にも寄与する。したがって、フィリピン海におけるコールドサージの強度や発生頻度が年々変調するならば、それらは、
エルニーニョなどの経年スケール変動の変調にも影響する可能性がある。
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